
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に複数の図柄を表示した複数の回転リールと、
　各回転リールの回転を停止させるための複数のストップスイッチと、
　前記回転リールの回転及び停止を制御すると共に、乱数を用いて所定確率で入賞か否か
の入賞判定の抽選を行うための制御装置とを備える遊技機であって、
　前記制御装置は、取得した乱数と、乱数の範囲内で種々の入賞項目の入賞領域を規定し
た入賞判定テーブルとを比較することによって抽選入賞を決定するための入賞抽選手段と
、
　前記回転リールを所定位置に停止させる停止制御を行うためのリール回転停止制御手段
を有し、
　

　複数の回転リールが停止した状態で、正面側に表示される複数の図柄が所定の位置態様
で表示されることにより入賞が確定する遊技機において、
　前記リール回転停止制御手段は、停止制御として、所定確率で入賞図柄を引き込むため
の制御と、入賞図柄を蹴飛ばすための制御を行うことができ、
　前記入賞図柄を引き込むための制御には、高い確率で入賞図柄を引き込むための制御と
、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御とが含まれるものとし、
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前記入賞抽選手段による抽選結果に対応した入賞フラグを成立させ、入賞として、前記
入賞フラグ成立の権利を次遊技以降に持ち越し可能な特別入賞と、前記入賞フラグ成立の
権利を次遊技以降に持ち越さない小役入賞とを備え、



　前記停止制御のうちいずれの制御を行うかを、入賞判定の抽選後であって前記ストップ
スイッチが操作されるよりも前に選択する停止制御選択手段を設け、
　この停止制御選択手段は、
　入賞判定の抽選結果がハズレの場合には入賞図柄を蹴飛ばすための制御を選択し、
　入賞判定の抽選結果が 抽選入賞の場合には、高い確率で入賞図柄を引き
込むための制御と、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御と、入賞図柄を蹴飛ばすた
めの制御のうちいずれの制御を行うかを 選択し、
　前記リール回転停止制御手段は、前記ストップスイッチの操作及び前記停止制御選択手
段の選択に基づいて、前記回転リールの停止制御を行い、
　前記停止制御選択手段の選択結果に基づきいずれの停止制御が行われるかにより、入賞
確率が結果として変動するように形成したことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記停止制御は、入賞 抽選結果に対応した停止テーブルを用いて行うものとし、
　この停止テーブルとして、高い確率で入賞図柄を引き込むための制御を行う停止テーブ
ルと、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御を行う停止テーブルと、入賞図柄を

ための制御を行う停止テーブルを設けたことを特徴とする請求項 記載の遊技機。
【請求項３】
　前記停止制御選択手段は、 抽選により停止制御を選択することとした
請求項１ 記載の遊技機。
【請求項４】
　前記停止制御選択手段は、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、 入賞毎
に、高い確率で入賞図柄を引き込むための制御を選択するように形成した請求項１
記載の遊技機。
【請求項５】
　前記停止制御選択手段は、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、 入賞毎
に、高い確率で入賞図柄を引き込むための制御を選択する確率が高くなるように形成した
請求項１ 記載の遊技機。
【請求項６】
　前記停止制御選択手段は、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、 入賞毎
に、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御を選択するように形成した請求項１
記載の遊技機。
【請求項７】
　前記停止制御選択手段は、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、 入賞毎
に、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御を選択する確率が高くなるように形成した
請求項１ 記載の遊技機。
【請求項８】
　前記遊技機は、入賞の確定により対価を払い出すように形成されているものであって、
　前記特定の条件とは、対価の相対的払い出し量の合計値が一定以下になった場合である
ことを特徴とする請求項 記載の遊技機。
【請求項９】
　前記遊技機は、入賞の確定により対価を払い出すように形成されているものであって、
　前記特定の条件とは、対価の相対的払い出し量の合計値が一定以上になった場合である
ことを特徴とする請求項 記載の遊技機。
【請求項１０】
　前記特定の条件とは、遊技中に行われる抽選に当選した場合であることとした請求項

記載の遊技機。
【請求項１１】
　前記遊技機は、遊技として、通常遊技と、遊技者に特別な利益を付与する特別遊技とを
有し、
　この特別遊技として、遊技者に有利な遊技を行わせる特定遊技と、
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　一定回数の通常遊技中に一定回数の特定遊技を行うことができる特定導入遊技とを設け
、
　前記特定の条件とは、前記特定導入遊技における通常遊技中であることを特徴とする請
求項 記載の遊技機。
【請求項１２】
　前記遊技機は、遊技として、通常遊技と、特定の入賞又は抽選結果に基づいて開始され
る特別遊技とを有し、
　この特別遊技として、遊技者に有利な遊技を行わせる特定遊技と、
　一定回数の通常遊技中に一定回数の特定遊技を行うことができる特定導入遊技とを設け
、
　前記特定の条件とは、前記特定導入遊技の終了後、所定条件に該当するまでの間である
ことを特徴とする請求項 記載の遊技機。
【請求項１３】
　前記遊技機は、前記入賞抽選手段の抽選結果に対応した入賞フラグを成立させるもので
あり、
　前記特定の条件とは、特定の入賞フラグ成立中であることを特徴とする請求項

記載の遊技機。
【請求項１４】
　前記特定の入賞フラグとは、特定導入遊技の入賞フラグであることを特徴とする請求項

記載の遊技機。
【請求項１５】
　前記特定の入賞フラグとは、特定遊技の入賞フラグであることを特徴とする請求項
記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、確率テーブルを用いて入賞 の抽選を行う遊技機であって、入賞判定テ
ーブルを変更することなく を変更可能に形成されている遊技機に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
　従来の遊技機においては、特定の期間中に入賞を増やすような制御を行う場合には、

異なる入賞判定テーブルを用いて抽選を行うことにより、 を変更してい
た。
　また、対価の払い出しを調整するために、 を変更することが行われている。例
えばスロットマシンにおいては、差枚数カウンタにより 確率を変動させて、払い出し
メダルの均等化を図っている。すなわち、投入メダル数と払い出しメダル数の差枚数が一
定以上になった場合（払い出し枚数が増えた場合）には、 確率が低く設定された入賞
判定テーブルを用いて抽選を行い、入賞の機会を減らして払い出しメダルを少なくし、差
枚数が一定以下になった場合（投入枚数が増えた場合）には、 確率が高く設定された
入賞判定テーブルを用いて抽選を行い、入賞の機会を増やして払い出しメダルを多くする
ように制御するものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、上記した従来の遊技機では、 の変更は、入賞判定テーブルを変更する
ことにより行っていたので、入賞判定テーブルを二種類（高確率の入賞判定テーブルと低
確率の入賞判定テーブル）設ける必要があった。
　そこで、各請求項にそれぞれ記載された各発明は、上記した従来の技術の有する問題点
に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、次の点にある。
【０００４】
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　（請求項１乃至 ）
　すなわち、請求項１ 記載の発明は、上記した従来の技術の有する問題点に鑑みて
なされたものであり、その目的とするところは、入賞判定テーブルを複数設けることなく

の変動を可能とする遊技機を提供することを目的とする。
【０００５】
　（請求項 ）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項１乃至 記載の発明
の目的に加え、次の点を目的とする。
　すなわち、請求項 記載の発明は、遊技中において、 を結果として高
くすることあるいは低くすることが可能な遊技機を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　（特徴点）
　各請求項にそれぞれ記載された各発明は、上記した各目的を達成するためになされたも
のであり、各発明の特徴点を図面に示した発明の実施の形態を用いて、以下に説明する。
　なお、符号は、発明の実施の形態において用いた符号を示し、本発明の技術的範囲を限
定するものではない。
【０００７】
　（請求項１）
　請求項１記載の発明は、次の点を特徴とする。
　すなわち、請求項１記載の発明は、表面に複数の図柄 61を表示した複数の回転リール 40
と、各回転リール 40の回転を停止させるための複数のストップスイッチ 50と、前記回転リ
ール 40の回転及び停止を制御すると共に、乱数を用いて所定確率で入賞か否かの入賞判定
の抽選を行うための制御装置 20とを備える遊技機であって、前記制御装置 20は、取得した
乱数と、乱数の範囲内で種々の入賞項目の入賞領域を規定した入賞判定テーブル 113とを
比較することによって抽選入賞を決定するための入賞抽選手段 110と、前記回転リール 40
を所定位置に停止させる停止制御を行うためのリール回転停止制御手段 120を有し、

複数の回転リール 40が停止した状態で、正
面側に表示される複数の図柄が所定の位置態様で表示されることにより入賞が確定する遊
技機である。そして、前記リール回転停止制御手段 120は、停止制御として、所定確率で
入賞図柄を引き込むための制御（以下引き込み制御という）と、入賞図柄を蹴飛ばすため
の制御（以下蹴飛ばし制御という）を行うことができ、前記入賞図柄を引き込むための制
御には、高い確率で入賞図柄を引き込むための制御（以下高確率引き込み制御という）と
、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御（以下低確率引き込み制御という）とが含ま
れるものとし、前記停止制御のうちいずれの制御を行うかを、入賞判定の抽選後であって
前記ストップスイッチ 50が操作されるよりも前に選択する停止制御選択手段 122を設け、
この停止制御選択手段 122は、入賞判定の抽選結果がハズレの場合には入賞図柄を蹴飛ば
すための制御を選択し、入賞判定の抽選結果が 抽選入賞の場合には、高い
確率で入賞図柄を引き込むための制御と、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御と、
入賞図柄を蹴飛ばすための制御のうちいずれの制御を行うかを 選
択し、前記リール回転停止制御手段 120は、前記ストップスイッチ 50の操作及び前記停止
制御選択手段 122の選択に基づいて、前記回転リール 40の停止制御を行うことを特徴とす
る。
【０００８】
　本発明は、確率テーブルを用いて抽選により入賞を決定し、複数の回転リールに表され
た図柄が所定の位置態様、例えば所定のライン上に揃うことにより入賞が確定する遊技機
、例えばスロットマシンなどに適している。
　ここで、「抽選入賞」とは、入賞 の抽選に当選することをいい、「入賞の確定」と
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４乃至１５ 入賞確率

前記
入賞抽選手段による抽選結果に対応した入賞フラグを成立させ、入賞として、前記入賞フ
ラグ成立の権利を次遊技以降に持ち越し可能な特別入賞と、前記入賞フラグ成立の権利を
次遊技以降に持ち越さない小役入賞とを備え、

前記小役入賞に

、予め定めた一定確率で

判定



は、 入賞後、各回転リール 40が、予め定められた入賞を表す所定図柄（入賞図柄）を
所定位置に配置するように停止することである。
【０００９】
　また、引き込み制御とは、各回転リール 40に表示されている図柄を、極力、予め定めら
れた入賞の位置態様に配置させるべく、回転リール 40を停止させる制御を行うことである
。具体的には、回転リール停止の契機となる所定時（スロットマシンを例にすると、スト
ップスイッチを操作した時点）に所定位置にある図柄を基準図柄として、基準図柄から所
定コマ数まで回転リール 40を回転させて停止するものである。入賞図柄を引き込めるかど
うかは、基準図柄から所定コマ数の範囲内に入賞図柄があるかどうかに関わり、その制御
において引き込み可能なコマ数により、引き込み確率が異なるものとなる。例えば、基準
図柄から１コマしか引き込まないように設定した場合よりも、基準図柄から５コマまで引
き込めるように設定した方が引き込み確率は高くなる。
【００１０】
　一方、蹴飛ばし制御とは、各回転リール 40に表示されている図柄を、予め定められた入
賞の位置態様に配置させないように、回転リール 40を停止させる制御を行うことである。
　前記停止制御選択手段 122は、入賞判定テーブル 113に基づく抽選結果が の入賞
役に入賞した場合には、上述した引き込み制御及び蹴飛ばし制御のうち、どの制御により
回転リール 40を停止させるかを選択し決定するものである。従って、 抽選入賞
の場合でも、停止制御選択手段 122が蹴飛ばし制御を選択した場合には、 入賞が確定
することはない。選択方法は、抽選によるものでもよいし、特定の条件の有無によるもの
としてもよい。また、抽選入賞毎に上記決定をすることとしてもよいし、ある特定の期間
中のみ作動するものとしてもよい。
【００１１】
　（作用）
　

【００１２】
　このように、停止制御選択手段 122がどの停止制御を選択するかにより、入賞判定テー
ブル 113の抽選確率を変更することなく 変動させることができ、入
賞が確定しうる機会を変動させることができるものである。

　（請求項 ）
　請求項 記載の発明は、 次の点を特徴と
する。
【００１３】
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記停止制御は、入賞 抽選結果に対応した停
止テーブルを用いて行うものとし、この停止テーブルとして、高い確率で入賞図柄を引き
込むための制御を行う停止テーブル（以下入賞有利停止テーブルという）と、低い確率で
入賞図柄を引き込むための制御を行う停止テーブル（以下入賞不利停止テーブルという）
と、入賞図柄を ための制御を行う停止テーブル（以下ハズレ停止テーブルという
）を設けたことを特徴とする。
【００１４】
　本発明は、停止制御の方法を、いわゆるテーブル停止制御としたものである。
　ここで、「停止テーブル」とは、基準図柄から何コマ図柄を移動させて回転リール停止
させるかを、入賞の有無に応じて各図柄毎に規定したものである。
　前記入賞有利停止テーブルとは、入賞図柄を極力所定位置に停止させるためのテーブル
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抽選

小役入賞

小役入賞に
小役

本発明によれば、同じ抽選入賞であっても、停止制御選択手段 122が低確率引き込み制
御を選択した場合には、通常の確率で入賞図柄を引き込むための制御を行う場合に比べ、
入賞図柄が所定の位置態様になることは極めて少ないので、結果として入賞確率も低くな
る。一方高確率引き込み制御を選択した場合には、逆に結果として入賞確率は高くなる。
また、蹴飛ばし制御を選択した場合には、入賞が確定することはない。

入賞確率を結果として
すなわち、本発明においては

、抽選入賞は仮の入賞として位置づけられ、抽選入賞に基づき、引き込み、蹴飛ばしが設
定されることにより、本来的な入賞となるものである。

２
２ 上記した請求項１記載の発明の特徴点に加え、

２ 判定の

蹴飛ばす



であり、前記入賞不利停止テーブルとは、入賞図柄を極力所定位置に停止させないための
テーブルである。また、ハズレ停止テーブルとは、入賞図柄を所定位置に停止させないた
めのテーブルである。
【００１５】
　本発明によれば、前記停止制御選択手段 122は、具体的には停止テーブルを選択する手
段として機能するものとなる。
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項１ 記載の発明の特徴点に加え、次の点を
特徴とする。
【００１６】
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記停止制御選択手段 122は、 抽
選により停止制御を選択することを特徴とする。
　本発明によれば、最終的な は、入賞判定テーブル 113の抽選確率と、複数の引
き込み制御の引き込み確率と、停止制御選択手段 122が複数の引き込み制御及び蹴飛ばし
制御を選択する割合とから算出されるものとなる。
【００１７】
　例えば、入賞 の抽選確率を１０パーセント、引き込み確率を
９０パーセントと１０パーセントに設定した場合、停止制御選択手段 122が二つの引き込
み制御を選択する割合が１対１だとすると、 平均して５パーセント
となる。あるいは、入賞 の抽選確率を２０パーセント、引
き込み確率を９０パーセントと１０パーセントに設定した場合、停止制御選択手段 122が
二つの引き込み制御及び蹴飛ばし制御を選択する割合がそれぞれ１対１対２だとすると、

平均して５パーセントとなる。
【００１８】
　なお、停止制御選択手段 122の抽選は、 毎に行ってもよいし、特定条件該当時
や特定の期間中のみ行うようにしてもよい。
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項１ 記載の発明の特徴点に加え、次の点を
特徴とする。
【００１９】
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記停止制御選択手段 122は、遊技状態が特定の条
件を満たしている場合には、 入賞毎に、高い確率で入賞図柄を引き込むための制御を
選択するように形成したことを特徴とする。
　本発明は、入賞したら高確率引き込み制御が無条件で選択されることにより、結果とし
て が高くなる遊技期間（以下当たり期間という）が発生するように形成したもの
である。
【００２０】
　（作用）
　本発明によれば、前記停止制御選択手段 122は、遊技状態が特定の条件を満たしていな
い一般の遊技時には、 毎に抽選を行うか、もしくは予め定められた停止制御（高
確率引き込み制御以外の停止制御であって高確率引き込み制御よりも引き込み確率の低い
停止制御）を選択するように設定されている。
【００２１】
　しかし、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、 したら無条件で高確
率引き込み制御を選択する。すなわち、 入賞すれば入賞図柄を引き込める可能性が極
めて高くなる。このようにすることにより、遊技状態が特定の条件を満たしている場合に
は、そうでない場合と比べて 高くすることができる。
【００２２】
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　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項１ 記載の発明の特徴点に加え、次の点を
特徴とする。
【００２３】
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記停止制御選択手段 122は、遊技状態が特定の条
件を満たしている場合には、 入賞毎に、高い確率で入賞図柄を引き込むための制御を
選択する確率が高くなるように形成したことを特徴とする。
　本発明は、 入賞したら高確率引き込み制御が高い確率で選択されることにより、当
たり期間が発生するように形成したものである。
【００２４】
　（作用）
　本発明によれば、前記停止制御選択手段 122は、一般の遊技時は、 入賞毎に抽選を
行うか、もしくは予め定められた停止制御（高確率引き込み制御以外の停止制御であって
高確率引き込み制御よりも引き込み確率の低い停止制御）を選択するように設定されてい
る。
【００２５】
　しかし、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、 したら、一般の遊技
時よりも高確率引き込み制御の抽選確率が高い抽選を行うか、あるいは予め定められた停
止制御と高確率引き込み制御とを抽選により選択する。すなわち、 入賞すれば入賞図
柄を引き込める可能性が一般の遊技時に比べ高くなる。このようにすることにより、遊技
状態が特定の条件を満たしている場合には、そうでない場合と比べて

高くすることができる。
【００２６】
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項１ 記載の発明の特徴点に加え、次の点を
特徴とする。
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記停止制御選択手段 122は、遊技状態が特定の条
件を満たしている場合には、 入賞毎に、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御を
選択するものであることを特徴とする。
【００２７】
　本発明は、 入賞しても低確率引き込み制御が無条件で選択され、結果として

が低くなる遊技期間（以下ハズレ期間という）が発生するように形成したものである。
　（作用）
　本発明によれば、前記停止制御選択手段 122は、一般の遊技時は、 入賞毎に抽選を
行うか、もしくは予め定められた停止制御（低確率引き込み制御以外の停止制御であって
低確率引き込み制御よりも引き込み確率の高い停止制御）を選択するように設定されてい
る。
【００２８】
　しかし、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、 した時でも無条件で
低確率引き込み制御を選択する。すなわち、 入賞しても停止制御によりハズレとされ
る可能性が極めて高くなる。このようにすることにより、遊技状態が特定の条件を満たし
ている場合には、そうでない場合と比べて 低くすることができる。
【００２９】
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項１ 記載の発明の特徴点に加え、次の点を
特徴とする。
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記停止制御選択手段 122は、遊技状態が特定の条
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件を満たしている場合には、 入賞毎に、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御を
選択する確率が高くなるように形成したことを特徴とする。
【００３０】
　本発明は、 入賞したら低確率引き込み制御が高い確率で選択されることにより、ハ
ズレ期間が発生するように形成したものである。
　（作用）
　本発明によれば、前記停止制御選択手段 122は、一般の遊技時は、 入賞毎に抽選を
行うか、もしくは予め定められた停止制御（低確率引き込み制御以外の停止制御であって
低確率引き込み制御よりも引き込み確率の高い停止制御）を選択するように設定されてい
る。
【００３１】
　しかし、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、 したら、一般の遊技
時よりも低確率引き込み制御の抽選確率が高い抽選を行うか、あるいは予め定められた停
止制御と低確率引き込み制御とを抽選により選択する。すなわち、 入賞しても停止制
御によりハズレとされる可能性が高くなる。このようにすることにより、遊技状態が特定
の条件を満たしている場合には、そうでない場合と比べて 低くする
ことができる。
【００３２】
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項 記載の発明の特徴点に加え、次の点を
特徴とする。
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記遊技機は、入賞の確定により対価を払い出すよ
うに形成されているものであって、前記特定の条件とは、対価の相対的払い出し量の合計
値が一定以下になった場合であることを特徴とする。
【００３３】
　本発明は、当たり期間を、対価の払い出しの均等化に利用するものである。
　ここで、「対価」とは、所定のレートで賞品と交換可能な価値を有するもののことであ
り、パチンコの玉、スロットマシンのメダルなどのことである。また、「対価の相対的払
い出し量」とは、対価を投入して遊技を行う場合、投入量と払い出し量の差のことである
。
【００３４】
　（作用）
　本発明によれば、前記停止制御選択手段 122は、遊技開始時には、 入賞毎に抽選を
行うか、もしくは予め定められた停止制御（高確率引き込み制御以外の停止制御であって
高確率引き込み制御よりも引き込み確率の低い停止制御）を選択するように設定されてい
る。
【００３５】
　しかし、対価の相対的払い出し量の合計値が一定量以下になった場合には、 入賞時
に高確率引き込み制御を無条件で選択する。これにより 高くなり、
結果として入賞による対価の払い出しを増加させることとなる。その後、対価の相対的払
い出し量の合計値が一定量以上になった場合には、元の選択方法に戻し、相対的な

下げ、結果として入賞による対価の払い出しを減少させる。
【００３６】
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項 記載の発明の特徴点に加え、次の点を
特徴とする。
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記遊技機は、入賞の確定により対価を払い出すよ
うに形成されているものであって、前記特定の条件とは、対価の相対的払い出し量の合計
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値が一定以上になった場合であることを特徴とする。
【００３７】
　本発明は、ハズレ期間を、対価の払い出しの均等化に利用するものである。
　（作用）
　本発明によれば、前記停止制御選択手段 122は、遊技開始時には、 入賞時に抽選を
行うか、もしくは予め定められた停止制御（低確率引き込み制御以外の停止制御であって
低確率引き込み制御よりも引き込み確率の高い停止制御）を選択するように設定されてい
る。
【００３８】
　しかし、対価の相対的払い出し量の合計値が一定量以上になった場合には、 入賞時
に低確率引き込み制御を選択する。これにより 低くなり、結果とし
て入賞による対価の払い出しを減少させることとなる。その後、対価の相対的払い出し量
の合計値が一定量以下になった場合には、元の選択方法に戻し、相対的な

を上げ、結果として入賞による対価の払い出しを増加させる。
【００３９】
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項 記載の発明の特徴
点に加え、次の点を特徴とする。
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記特定の条件とは、遊技中に行われる抽選に当
選した場合であることを特徴とする。
【００４０】
　本発明は、当たり期間又はハズレ期間を、遊技中の抽選により決定するものである。「
遊技中に行われる抽選」としては、入賞 の抽選を行う毎にその抽選も行うこととして
もよいし、一定あるいは不特定の遊技回数毎、時間毎に抽選を行うものとしてもよい。あ
るいは、特定の遊技開始時や、特定の遊技終了後に行ってもよい。
【００４１】
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項 記載の発明の特徴点に加え、次の点
を特徴とする。
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記遊技機は、遊技として、通常遊技と、特定の

又は抽選結果に基づいて開始され 特別遊技とを有
し、この特別遊技として、遊技者に有利な遊技を行わせる特定遊技と、一定回数の通常遊
技中に一定回数の特定遊技を行うことができる特定導入遊技とを設け、前記特定の条件と
は、前記特定導入遊技における通常遊技中であることを特徴とする。
【００４２】
　本発明は、特定導入遊技中の通常遊技の期間を当たり期間としたものである。この場合
、特定導入遊技中の通常遊技の期間中はすべて当たり期間としてもよいし、この期間を当
たり期間とするか否かの抽選により決定してもよい。
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項 記載の発明の特徴点に加え、次の点
を特徴とする。
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記遊技機は、遊技として、通常遊技と、特定の
入賞又は抽選結果に基づいて開始され 特別遊技とを有し、
この特別遊技として、遊技者に有利な遊技を行わせる特定遊技と、一定回数の通常遊技中
に一定回数の特定遊技を行うことができる特定導入遊技とを設け、前記特定の条件とは、
前記特定導入遊技の終了後、所定条件に該当するまでの間であることを特徴とする。
【００４３】
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　本発明は、特定導入遊技終了後に一定の当たり期間又はハズレ期間を設けたものである
。
　ここで、「所定条件に該当するまでの間」としては、所定回数の遊技を終了するまでの
間、所定回数の入賞が確定するまでの間、あるいは所定量の対価が払い出されるまでの間
、などがある。
【００４４】
　この場合、特定導入遊技終了後はもれなく当たり期間としてもよいし、当たり期間とす
るか否かの抽選により決定してもよい。あるいは、特定導入遊技中の対価の払い出し量に
応じて、当たり期間とするかハズレ期間とするかを決定してもよい。
【００４５】
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項 記載の発明の特徴
点に加え、次の点を特徴とする。
【００４６】
　すなわち、請求項１３記載の発明は、前記遊技機は、前記入賞抽選手段 110の抽選結果
に対応した入賞フラグを成立させるものであり、前記特定の条件とは、特定の入賞フラグ
成立中であることを特徴とする。
　本発明は、特定の入賞フラグ成立中を当たり期間又はハズレ期間としたものである。
【００４７】
　ここで、「フラグ」とは、「当たり」「ハズレ」のデータを制御装置に記憶しておくメ
モリ部分のことである。そして「入賞フラグ」は、 毎に成立するものであり、通
常は、 に係る遊技中に入賞が確定しなければ消滅する。ただし、特定の入賞フラ
グについては、 に係る遊技中に入賞確定しなくても消滅せずに、次の遊技まで持
ち越されるように形成されているものである。
【００４８】
　本発明によれば、例えば特別入賞フラグが成立しさえすれば高い確率で入賞が確定する
ようにすることができ、逆に、特別入賞フラグが成立しさえすれば低い確率で入賞が確定
するようにすることもできる。
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項 記載の発明の特徴点に加え、次の点を特
徴とする。
【００４９】
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記特定の入賞フラグとは、特定導入遊技の入賞
フラグであることを特徴とする。
【００５０】
　（請求項 ）
　（特徴点）
　請求項 記載の発明は、上記した請求項 記載の発明の特徴点に加え、次の点を特
徴とする。
　すなわち、請求項 記載の発明は、前記特定の入賞フラグとは、特定遊技の入賞フラ
グであることを特徴とする。
【００５１】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明を表す好適な実施の形態を、遊技機としてスロットマシンを用いて、図面
に基づき説明する。
　（図面の説明）
　図１乃至図１２は、本発明の実施の形態を示すものである。
　図１はスロットマシンの入力、制御及び出力のブロック図、図２はスロットマシンの外
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観正面図、図３乃至図１２はスロットマシンの動作の概略のフローをそれぞれ示すもので
ある。
【００５２】
　（スロットマシン 10）
　スロットマシン 10は、図２に示すように、四角箱状の筐体 11を有する。前記筐体 11の中
央部及び上部には、遊技者側に向かって臨む四角窓状の表示窓 12が形成されている。そし
て、この中央部の表示窓 12の中央には、三個の回転リール 40の図柄 61を見ることができる
図柄表示窓 13が形成されている。
【００５３】
　スロットマシン 10の内部には、図示していないが、スロットマシン 10の全体の動作を制
御するための制御装置 20（図１参照）が内蔵されている。
　（制御装置 20）
　上記制御装置 20は、図示しないが、ＣＰＵを中心に構成され、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏ
等を備えている。ここでＣＰＵは、一個に限定されず、二個以上のＣＰＵで制御するよう
にしてもよい。また、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ及びＩ／Ｏ等は一体化されてワンチップを
構成してもよい。そして、ＣＰＵがＲＯＭに記憶されたプログラムを読み込むことで、次
の（１）及び（２）の装置を構成する。
【００５４】
　（１）遊技制御装置 21
　（２）演出制御装置 22
　遊技制御装置 21は、スタートスイッチ 30及びストップスイッチ 50の操作により、回転リ
ール 40の回転及び停止を制御するためのものである。この遊技制御装置 21の詳細について
は後述する。
【００５５】
　演出制御装置 22は、ランプやスピーカ等の表示装置 66を制御するためのものである。
　なお、制御装置 20を主制御装置と副制御装置とから構成し、上記遊技制御装置 21を主制
御装置に、上記演出制御装置 22を副制御装置に、それぞれ配置することにより、遊技制御
装置 21のメモリ容量を変更することなく多様な演出を行うことができる。また、副制御装
置のみを交換することにより、同一の機種であっても全く異なる演出を行うことが可能で
ある。
【００５６】
　（入力段）
　上記制御装置 20の入力段には、図１に示すように、次のパーツが接続されている。
　（１）投入スイッチ 15
　（２）ベットスイッチ 16
　（３）精算スイッチ 17
　（４）スタートスイッチ 30
　（５）ストップスイッチ 50
　なお、入力段としては、上記した（１）乃至（５）のパーツに限定されるものではない
。
【００５７】
　（投入スイッチ 15）
　投入スイッチ 15は、図２に示すように、回転リール 40の斜め下方に位置するスイッチで
あって、投入された遊技メダルを検知するためのものである。
　（ベットスイッチ 16）
　ベットスイッチ 16は、図２に示すように、回転リール 40の下方に位置するスイッチであ
って、貯留メダル数を減じてメダル投入に代えるためのものである。
【００５８】
　（精算スイッチ 17）
　精算スイッチ 17は、図２に示すように、回転リールの斜め下方に位置するスイッチであ
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って、貯留した投入メダルを払い出すためのものである。
　（スタートスイッチ 30）
　スタートスイッチ 30は、図２に示すように、回転リール 40の斜め下方に位置するレバー
であって、遊技メダルの投入若しくはベットスイッチ 16の投入を条件に、または、「再遊
技（ Replay）」時には前遊技から所定時間経過を条件に、リールユニット 60の駆動を開始
させるためのものである。
【００５９】
　なお、ここで、「再遊技（ Replay）」とは、入賞抽選手段 110の抽選により、「再遊技
（ Replay）」のフラグが成立し、「再遊技（ Replay）」の図柄が有効入賞ライン上に揃う
ことにより、次の遊技において、遊技メダルを新たに投入することなく、再度、遊技を行
うことができるものである。
【００６０】
　（ストップスイッチ 50）
　ストップスイッチ 50は、リールユニット 60の駆動を停止させるためのものである。具体
的には、ストップスイッチ 50は、図２に示すように、各回転リール 40に対応した三個のス
イッチから構成され、各回転リール 40の下方に１個ずつ配置されているものである。回転
リール 40に対応したストップスイッチ 50の操作により、当該対応した回転リール 40が回転
を停止するように設定されているものである。
【００６１】
　（出力段）
　前記制御装置 20の出力段には、図１に示すように、次のパーツが接続されている。
　（１）リールユニット 60
　（２）ホッパーユニット 65
　（３）表示装置 66（ランプ及びスピーカ）
　なお、出力段としては、上記した（１）乃至（３）のパーツに限定されるものではない
。
【００６２】
　（リールユニット 60）
　リールユニット 60は、特に図示しないが枠体に固定或いは支持された三個のモータと、
各々のモータの出力軸に固定された三個の回転リール 40とから構成されている。そして、
各回転リール 40は、合成樹脂からなる回転ドラムと、この回転ドラムの周囲に貼付される
テープ状のリールテープ 42とを備えている。このリールテープ 42の外周面には、複数個（
例えば２１個）の図柄 61が表示されている。
【００６３】
　（ホッパーユニット 65）
　ホッパーユニット 65は、図示しないが、遊技の結果に基づいて、遊技者にメダルを払い
出すためのものである。
　（表示装置 66）
　表示装置 66は、スピーカや表示ランプ等であって、遊技者に入賞等を報知させるための
ものである。具体的には、演出制御装置 22の制御により、入賞時にスピーカから入賞音を
発生させ、表示ランプを点灯又は点滅させることにより、遊技者に入賞等を報知させるた
めのものである。
【００６４】
　（遊技制御装置 21）
　次に、遊技制御装置 21について詳述する。
　遊技制御装置 21は、スタートスイッチ 30及びストップスイッチ 50の操作により、回転リ
ール 40の回転及び停止を制御するためのものである。そして、この遊技制御装置 21は、次
の（１）乃至（４）の手段として機能する。
【００６５】
　（１）通常遊技制御手段 70
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　（２）特別遊技制御手段 80
　（３）入賞抽選手段 110
　（４）リール回転停止制御手段 120
　なお、前記通常遊技制御手段 70は、通常遊技を行わせるために通常遊技に関する制御を
行うものであり、前記特別遊技制御手段 80は、特別遊技を行わせるために特別遊技に関す
る制御を行うものである。
【００６６】
　また、遊技制御装置 21としては、上記した（１）乃至（４）の手段に限定されるもので
はなく、他の手段を含んでいてもよい。
　（通常遊技制御手段 70）
　通常遊技制御手段 70は、通常遊技を行わせるためのものである。
　すなわち、メダルの投入若しくはベットスイッチ 16の投入を条件に、または、「再遊技
（ Replay）」時には前遊技から所定時間経過を条件に、スタートスイッチ 30を操作すると
、リールユニット 60が駆動され、三個の回転リール 40が回転を開始する。
【００６７】
　その後、ストップスイッチ 50の一個を操作すると、当該対応する回転リール 40の回転が
停止する。
　そして、ストップスイッチ 50を三個全て操作し終わると、三個の回転リール 40の回転が
全て停止する。このとき、表示窓 12の有効入賞ライン上に、予め設定された図柄 61が停止
すると、ホッパーユニット 65を介して所定枚数のメダルが払い出される。なお、メダルを
払い出す代わりに、クレジットしても良い。
【００６８】
　入賞には、遊技メダルの払い出しを伴い、遊技者に利益を付与する小役入賞と、この小
役入賞よりもさらに大きな利益を遊技者に付与する特別入賞と、遊技メダルの払い出しは
無いが、遊技メダルを新たに投入することなく再度の遊技を行うことができる「再遊技（
Replay）」とを備えている。そして、 の抽選結果がいずれかの入賞となった場合
、その入賞に対応した入賞フラグが成立する。そして、抽選結果が特別入賞である場合に
、特別入賞フラグが成立し、この特別入賞フラグ成立中に、リールユニット 60の回転リー
ル 40の停止図柄 61の組み合わせが、予め定められた所定の特別入賞図柄 61（例えば、有効
入賞ライン上に「７」が三個揃うもの）と一致したことを条件に入賞が確定し、遊技者に
有利な特別遊技を行わせるように形成されている。
【００６９】
　一方、 により特別入賞フラグが成立したが、回転リール 40の停止図柄 61の組み
合わせが特別入賞図柄 61と一致していない場合には、それ以後の遊技に特別入賞フラグ成
立の権利が持ち越されるように設定されている。なお、小役の入賞フラグは、入賞フラグ
が成立した遊技で入賞を確定させられない場合、入賞フラグ成立の権利の次の遊技への持
ち越しはない。
【００７０】
　また、いずれかの入賞フラグが成立中に、対応する入賞図柄 61を有効入賞ライン上に揃
えることができるか否かは、回転リール 40の回転速度が一定の場合、ストップスイッチ 50
のタイミングによるものである。
　回転リール 40の停止は、後述するリール回転停止制御手段 120により制御されているも
のであり、各図柄毎に設けられた停止テーブル 121に基づき、停止図柄が決定される。
【００７１】
　各停止テーブルは、ストップスイッチ 50を操作した時点で停止可能な図柄を基準図柄と
して、その基準図柄から何コマ図柄を移動させて回転リール停止させるかを定めたもので
あり、 している場合には、その移動可能なコマ数の範囲内においてストップスイ
ッチ 50が操作されれば、その図柄を引き込んで回転リール 40を停止させる。しかし、移動
可能なコマ数の範囲内に入賞図柄がない場合には、その図柄を引き込んで回転リール 40を
停止させることができない。
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【００７２】
　（特別遊技制御手段 80）
　特別遊技制御手段 80は、抽選手段の抽選結果に基づいて、遊技者に有利な特別遊技を行
わせるためのものである。
　上記特別遊技としては、大別すると、次のゲームがある。
　（１）特定導入遊技（ＢＢゲーム）
　（２）特定遊技（ＲＢゲーム）
　（３）特定入賞遊技（ＪＡＣゲーム）
　なお、特定遊技、例えばＲＢゲームは、特定導入遊技、例えばＢＢゲーム中に行われる
場合と、ＢＢゲーム中で無いときにも単独で行われる場合がある。また、上記特定入賞遊
技、いわゆるＪＡＣゲームは、ＲＢゲーム中に行われるものである。また、特別遊技とし
ては、上記した（１）乃至（３）の遊技に限定されるものではない。
【００７３】
　特別遊技制御手段 80は、図１に示すように、大別すると、次の手段を備える。
　（１）特定導入遊技制御手段 91（ＢＢゲーム制御手段 90）
　（２）特定遊技制御手段 101（ＲＢゲーム制御手段 100）
　（特定導入遊技制御手段 91）
　特定導入遊技制御手段 91は、ＢＢゲームを制御するためのものである。
【００７４】
　具体的には、通常遊技において、図示しないが、例えば「７」等の図柄 61が有効入賞ラ
イン上に三個揃うと、ホッパーユニット 65を介して、例えば１５枚のメダルが払い出され
る。このとき、ＢＢゲームが開始される。
　ＢＢゲームに移行すると、通常遊技と同様に最大３枚のメダルの投入によって開始され
、３つの回転リールの回転を各々停止させた際に、有効入賞ライン上に入賞図柄が揃って
いるか否かによって、メダルの払い出しが行われるものである。
【００７５】
　したがって、ＢＢゲーム中では、通常遊技と同様に小役を含めた 抽選が毎回
行われるものである。ただ、このＢＢゲーム中にＲＢゲームに移行するための特定入賞図
柄が有効入賞ライン上に揃った場合には、その後ＲＢゲームに移行するものである。
　なお、通常、ＢＢゲーム中はＲＢゲームへの移行が、例えば最大３回行われることにな
っているために、１回目のＲＢゲームが終了した後は、また前述したような通常遊技と同
様な抽選及び制御が行われるものである。
【００７６】
　そして、ＢＢゲームでは、ＢＢゲーム中のＲＢゲームが所定の最大回数、例えば３回か
、或いはＢＢゲーム中の通常遊技が所定の最大回数、例えば最大３０回の終了により、Ｂ
Ｂゲームは終了するものである。
　（特定遊技制御手段 101）
　特定遊技制御手段 101は、ＲＢゲームを制御するためのものである。
【００７７】
　具体的には、ＲＢゲームに移行すると、メダルが１枚投入となり、回転リール 40の所定
の図柄 61が表示窓 12のセンターライン上に揃った場合に入賞確定となる特定入賞遊技が行
われるものである。そして、ＲＢゲームでは、入賞するか否かの特定入賞遊技が最大１２
回行えるものであり、そのうち、最大８回の入賞確定が可能である。すなわち、最大８回
の入賞が確定するか、或いは最大１２回の特定入賞遊技の終了により、ＲＢゲームは終了
するものである。
【００７８】
　（入賞抽選手段 110）
　入賞抽選手段 110は、予め定めた抽選確率に基づいて入賞か否かの入賞判定の抽選を行
うものである。そして、入賞抽選手段 110による抽選結果が入賞である場合に入賞フラグ
が成立し、この入賞フラグ成立中に、回転リール 40の停止図柄の組み合わせが予め定めら
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れた入賞図柄と一致したことを条件に入賞が確定し、遊技者にメダルの払い出しや、特別
遊技等の利益が付与されるように設定されている。
【００７９】
　上記入賞抽選手段 110は、図１に示すように、大別すると、次の手段を備える。
　（１）乱数発生手段 111
　（２）乱数抽出手段 112
　（３）入賞判定テーブル 113
　（４）判定手段 114
　なお、入賞抽選手段 110としては、上記した（１）乃至（４）に限定されるものではな
い。
【００８０】
　（乱数発生手段 111）
　乱数発生手段 111は、入賞抽選用の乱数を所定の領域内（例えば十進数で０～６５５３
５）で発生させるものである。
　（乱数抽出手段 112）
　乱数抽出手段 112は、乱数発生手段 111が発生する乱数を、所定の条件（例えば、スター
トスイッチ 30の操作）で抽出するものである。なお、この抽出した乱数を抽出乱数データ
とする。
【００８１】
　なおここで、「乱数発生手段」としては、ソフト乱数としての平均採中法等で乱数を発
生させることができるものの他に、一定範囲の数字を高速で１づつ加算するカウンタを用
いて構成することもできる。例えば、０～１６３８３の範囲の数字を、１秒間に７００万
回程度順次繰り返すようにしたカウンタが考えられる。そして、「乱数抽出手段」として
は、スタートスイッチを押したタイミングでカウンタの数字を読みとることなる。
【００８２】
　このように形成すると、「乱数発生手段」では乱数を発生しているわけではないものの
、「乱数抽出手段」によって抽出される数字は、あたかも乱数のような分布となる。この
ように、結果として乱数のような分布を示す数字が得られる手段を、ここでは「乱数発生
手段」あるいは「乱数抽出手段」に含めて考えるものとする。
【００８３】
　（入賞判定テーブル 113）
　入賞判定テーブル 113は、乱数発生手段 111がとる乱数の全領域中、各入賞項目の入賞領
域を有するものである。
　なお、後述するリール回転停止制御手段 120により、入賞が確定する を変動させる
ことができるため、入賞判定テーブル 113の 確率は、一般的な確率よりも高く、ある
いは低く設定しておくこともできる。
【００８４】
　（判定手段 114）
　判定手段 114は、乱数抽出手段 112が抽出した抽出乱数データと、入賞判定テーブル 113
の抽選確率データを基に、乱数発生手段 111がとる乱数の全領域中の各入賞項目の入賞領
域からなる入賞判定領域データとを照合し、当該抽出乱数データが属する入賞領域に対応
する 入賞を決定するものである。
【００８５】
　（リール回転停止制御手段 120）
　リール回転停止制御手段 120は、前記入賞抽選手段 110の抽選結果に基づき、回転リール
40を所定位置に停止させる制御を行うためのものである。
　リール回転停止制御手段 120は、図１に示すように、大別すると、次の手段を備える。
【００８６】
　（１）停止テーブル 121
　（２）停止制御選択手段 122
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　（３）停止位置決定手段 123
　（４）停止位置出力手段 124
　なお、リール回転停止制御手段 120としては、上記（１）乃至（４）の手段に限られず
、他の手段を有していてもよい。
【００８７】
　（停止テーブル 121）
　停止テーブル 121は、ストップスイッチ 50を操作した時点で停止可能な図柄を基準図柄
として、その基準図柄から何コマ図柄を移動させて回転リール停止させるかを、 入賞
の有無に応じて各図柄毎に規定したものである。
　具体的には、停止テーブル 121には、それぞれ異なる確率で入賞図柄を引き込んで停止
させる複数の入賞図柄停止テーブルと、入賞図柄を蹴飛ばして停止させるハズレ停止テー
ブルがあり、これらは各入賞形態の各図柄毎に設けられているものである。さらに、前記
入賞図柄停止テーブルには、高い確率で入賞図柄を引き込むための制御を行う入賞有利停
止テーブルと、低い確率で入賞図柄を引き込むための制御を行う入賞不利停止テーブルが
含まれているが、これら以外のテーブル（例えば入賞有利停止テーブルと入賞不利停止テ
ーブルとの間の確率で入賞図柄を引き込むためのテーブル）が含まれていてもよい。
【００８８】
　なお、入賞図柄停止テーブルの引き込み確率は、基準図柄から何コマの範囲まで図柄を
引き込んで停止させることができるかにより異なる。また、ハズレ停止テーブルは、いず
れの入賞図柄も所定位置に停止しないように設定されているものである。
　（停止制御選択手段 122）
　停止制御選択手段 122は、入賞 の抽選結果に応じて、あるいは遊技状態が特定の条
件を満たしているか否かによって、前記した停止テーブル 121を選択することにより停止
制御を決定するためのものである。この停止制御選択手段 122の作動については、種々の
形態にすることが可能であるので、以下それらの形態について述べる。
【００８９】
　（第一の形態）
　第一の形態は、入賞 の抽選結果に応じて、停止テーブル 121を抽選により選択する
ものである（図５、図６参照）。
　すなわち、停止制御選択手段 122は、入賞 の抽選結果がハズレの場合には、無条件
でハズレ停止テーブルを取得する。一方、抽選結果が所定の入賞であった場合には、その

役の入賞図柄に対応した複数の入賞図柄停止テーブルの中から抽選により一の停止テ
ーブルを選択し、いずれを用いて停止制御を行うかを決定する。この抽選は、各入賞図柄
停止テーブルの領域を規定した抽選テーブルを用いて行い、各入賞図柄停止テーブルの領
域の割合は、前記入賞判定テーブル 113の抽選確率と、結果として入賞が確定しうる確率
をどの程度にするかにより設定を定めるものである。
【００９０】
　停止テーブル 121の抽選の結果、入賞有利停止テーブルが取得された場合には、入賞が
確定しやすく、結果として入賞決定の確率が高くなり、入賞不利停止テーブルが取得され
た場合には、入賞は確定しにくく、結果として は低くなる。
　なお、停止テーブル 121の抽選は、ハズレ停止テーブルを含めて行うこととしてもよい
。ハズレ停止テーブルが取得された場合には、入賞が確定することはない。
【００９１】
　（第二の形態）
　第二の形態は、入賞 の抽選結果及び遊技状態が特定の条件を満たしているか否かに
応じて停止テーブル 121を選択するものであって、特定条件該当時には入賞有利停止テー
ブルあるいは入賞不利停止テーブルを選択するようにしたものである（図７参照）。
【００９２】
　すなわち、停止制御選択手段 122は、入賞 の抽選結果がハズレの場合には、無条件
でハズレ停止テーブルを取得する。一方、抽選結果が所定の入賞であった場合には、遊技
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状態が特定の条件を満たしているか否かを判断し、遊技状態が特定の条件を満たしている
場合には、無条件で入賞有利停止テーブルを選択する。逆に、遊技状態が特定の条件を満
たしていない場合、すなわち一般の遊技中の場合には、無条件で入賞不利停止テーブルを
選択する。このため、一般の遊技中と比べ、特定条件該当時の方が入賞が確定しやすくな
り、結果として が高くなる。
【００９３】
　さらに、停止制御選択手段 122は、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、無
条件で入賞不利停止テーブルを選択するようにすることもできる。この場合には、一般の
遊技時は無条件で入賞有利停止テーブルを取得することとなる。このようにすると、上述
の場合とは逆に、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、入賞確定が少なくなり
、結果的に が低くなるのである。
【００９４】
　（第三の形態）
　第三の形態は、入賞 の抽選結果及び遊技状態が特定の条件を満たしているか否かに
応じて、停止テーブル 121を抽選して選択するものであって、特定条件該当時には入賞有
利停止テーブルを選択するようにしたものである（図８、図９参照）。
【００９５】
　すなわち、停止制御選択手段 122は、入賞 の抽選結果がハズレの場合には、無条件
でハズレ停止テーブルを取得する。一方、抽選結果が所定の入賞であった場合には、遊技
状態が特定の条件を満たしているか否かを判断し、遊技状態が特定の条件を満たしている
場合には、無条件で入賞有利停止テーブルを選択する。逆に、遊技状態が特定の条件を満
たしていない場合、すなわち一般の遊技中の場合には、複数の停止テーブル 121の中から
抽選により一の停止テーブル 121を選択し、いずれを用いて停止制御を行うかを決定する
。
【００９６】
　ここで行われる抽選の対称となる停止テーブル 121は、入賞不利停止テーブル及びハズ
レ停止テーブルとすることもできるし、入賞有利停止テーブル及び入賞不利停止テーブル
及びハズレ停止テーブルとすることもできる。そして、このような抽選を行うことにより
、一般の遊技中と比べ、特定条件該当時の方が入賞が確定しやすくなり、結果として

が高くなる。
【００９７】
　（第四の形態）
　第四の形態は、入賞 の抽選結果及び遊技状態が特定の条件を満たしているか否かに
応じて、停止テーブル 121を抽選して選択するものであって、特定条件該当時には入賞不
利停止テーブルを選択するようにしたものである（図１０参照）。
　すなわち、停止制御選択手段 122は、入賞 の抽選結果がハズレの場合には、無条件
でハズレ停止テーブルを取得する。一方、抽選結果が所定の入賞であった場合には、遊技
状態が特定の条件を満たしているか否かを判断し、遊技状態が特定の条件を満たしている
場合には、無条件で入賞不利停止テーブルを選択する。逆に、遊技状態が特定の条件を満
たしていない場合、すなわち一般の遊技中の場合には、複数の停止テーブル 121の中から
抽選により一の停止テーブル 121を選択し、いずれを用いて停止制御を行うかを決定する
。
【００９８】
　ここで行われる抽選の対称となる停止テーブル 121は、入賞有利停止テーブル及び入賞
不利停止テーブル以外の停止テーブル（例えば入賞有利停止テーブルと入賞不利停止テー
ブルの中間の引き込み確率の停止テーブル）とすることもできるし、入賞有利停止テーブ
ル及び入賞不利停止テーブルとすることもできる。そして、このような抽選を行うことに
より、一般の遊技中と比べ、特定条件該当時の方が入賞が確定しにくくなり、結果として

が低くなる。
【００９９】
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　（第五の形態）
　第五の形態は、入賞 の抽選結果及び遊技状態が特定の条件を満たしているか否かに
応じて、停止テーブル 121を抽選して選択するものであって、特定条件該当時には入賞有
利停止テーブルあるいは入賞不利停止テーブルを選択する確率が高くなるようにしたもの
である（図１１参照）。
【０１００】
　すなわち、停止制御選択手段 122は、入賞 の抽選結果がハズレの場合には、無条件
でハズレ停止テーブルを取得する。一方、抽選結果が所定の入賞であった場合には、遊技
状態が特定の条件を満たしているか否かを判断する。
　遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、入賞有利停止テーブルの抽選確率の高
い抽選テーブルを用いて複数の停止テーブル 121の中から一の停止テーブル 121を選択し、
いずれを用いて停止制御を行うかを決定する。一方、遊技状態が特定の条件を満たしてい
ない場合、すなわち一般の遊技中には、入賞有利停止テーブルの抽選確率の低い抽選テー
ブル（入賞不利停止テーブルあるいはハズレ停止テーブルの抽選確率が高い抽選テーブル
）を用いて複数の停止テーブル 121の中から一の停止テーブル 121を選択し、いずれを用い
て停止制御を行うかを決定する。
【０１０１】
　ここで行われる抽選の対称となる停止テーブル 121は、入賞有利停止テーブル及び入賞
不利停止テーブルとすることもできるし、入賞有利停止テーブル及び入賞不利停止テーブ
ル及びハズレ停止テーブルとすることもできる。そして、このような抽選を行うことによ
り、一般の遊技中と比べ、特定条件該当時の方が入賞が確定しやすくなり、結果として

が高くなる。
【０１０２】
　さらに、停止制御選択手段 122は、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、入
賞不利停止テーブルあるいはハズレ停止テーブルの抽選確率の高い抽選テーブルを用いて
複数の停止テーブル 121の中から一の停止テーブル 121を選択し、いずれを用いて停止制御
を行うかを決定するようにすることもできる。この場合には、一般の遊技時は入賞有利停
止テーブルの抽選確率の高い抽選テーブルを用いて抽選を行うこととなる。このようにす
ると、上述の場合とは逆に、遊技状態が特定の条件を満たしている場合には、入賞確定が
少なくなり、結果的に が低くなるのである。
【０１０３】
　ところで、上記した第二の形態乃至第五の形態における「遊技状態が特定の条件を満た
している場合」としては、以下のような場合とすることができる。
　（１）払い出しメダル数の合計値が一定以下あるいは一定以上になった場合。
　スロットマシン 10に、投入されたメダル数と払い出されたメダル数の差枚数を計測する
差枚数カウンタを設け、この差枚数カウンタの数値が一定以下になった場合には、入賞有
利停止テーブルが選択されるように（又は選択されやすいように）する。その結果、入賞
確定が増え、払い出しメダルも増加する。
【０１０４】
　あるいは、差枚数カウンタの数値が一定以上になった場合には、入賞不利停止テーブル
が選択されるように（又は選択されやすいように）する。その結果、入賞確定が減り、払
い出しメダルが減少する。
　（２）ＢＢゲーム中の通常遊技中。
　例えば、通常遊技中は、小役が 入賞しても停止制御ではずして、 一般的
な よりも低くなるようにする。そして、ＢＢゲーム中の通常遊技においては、

が結果として高くなるようにすることにより、小役の が増加し、ひとたび
ＢＢゲームに当たれば大量のメダルを獲得可能とすることができる。
【０１０５】
　（３）ＢＢゲーム終了後。
　通常遊技中は、小役が 入賞しても停止制御ではずして、 一般的な
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になるようにする。そして、ＢＢゲーム終了後の一定期間中においては入賞有利停止テ
ーブルを選択する（又は選択されやすいようにする）ことにより、小役の が増加
し、次のＢＢゲームまでのつなぎのチャンスゲームを実現することができる。一定期間と
しては、所定回数の遊技が終了するまで、所定枚数のメダルが払い出されるまで、などと
することができる。
【０１０６】
　逆に、ＢＢゲーム終了後の一定期間中においては入賞不利停止テーブルを選択する（又
は選択されやすいようにする）ことにより、小役の を減少させるようにしてもよ
い。この場合、目押しの技量の優れた上級者は、たとえ引き込み確率の低い停止制御であ
っても、所定位置に入賞図柄を停止させることができるので、上級者と初級者との獲得メ
ダル差が大きくなる。すなわち、一定の入賞図柄につき一部停止制御を行わないチャレン
ジタイム遊技に代わる遊技として位置づけることができる。
【０１０７】
　また、ＢＢゲーム中のメダル払い出し枚数に応じて、 が結果として高くなるよ
うにするか低くなるようにするか決定してもよい。
　（４）特定フラグ成立中。
　通常遊技中は、ＢＢゲーム、ＲＢゲームが入賞しても停止制御ではずして、
一般的な よりも低くなるよう、入賞図柄停止テーブルの抽選確率を調整する。そ
してＢＢフラグ、ＲＢフラグが成立している場合には入賞有利停止テーブルを選択する（
又は選択されやすいようにする）ことにより、ひとたびＢＢ、ＲＢに すればかな
りの で入賞が確定可能とすることができる。
【０１０８】
　（５）抽選により決定する。
　遊技中に抽選を行い、 抽選に当選したことを「特定の条件」とするものである。抽
選は通常遊技中の任意の時期に行ってもよいし、ＢＢ入賞時、ＢＢ終了時に行ってもよい
。上記（２）乃至（４）についても、この抽選により決定するものとしてもよい。
【０１０９】
　（停止位置決定手段 123）
　停止位置決定手段 123は、前記停止制御選択手段 122の決定に基づき、所定の停止テーブ
ルを用いて図柄の停止位置を決定するためのものである。
　すなわち、ストップスイッチ 50を押した時点で所定位置に直ちに停止できる回転リール
の図柄を基準図柄として、基準図柄から回転方向に所定コマ数移動した時の図柄までの範
囲内において、どこで停止させるかを決定する。
【０１１０】
　なお、停止テーブルを、各図柄毎についてすべての位置でストップスイッチ 50を操作し
た場合を想定して作成してもよいが、各図柄毎にすべての組み合わせを作らなければなら
ないのでテーブル数が膨大になってしまう。そこで、停止テーブルに従って停止位置候補
を決定し、候補の妥当性を判断しながら停止図柄を決定するようにしてもよい。具体的に
は、入賞図柄に対応したビットを、停止させるべき入賞図柄と停止させてはいけない図柄
とにわけてそれぞれ設け、ビットに記憶されているデータに基づいて、停止位置候補が妥
当な場合にはその位置で停止させ、妥当でない場合には他の妥当な位置を決定して停止さ
せるものである。
【０１１１】
　（停止位置出力手段 124）
　停止位置出力手段 124は、前記停止位置決定手段 123の決定した停止位置のデータを、リ
ールユニット 60に送信するためのものである。リールユニット 60は、この停止位置データ
に基づき、回転リール 40を所定位置に停止させる。
　（スロットマシン 10の動作）
　次に、上記構成を備えたスロットマシンの動作の概略について、図３乃至図１２に示し
たフローを用いて説明する。
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【０１１２】
　先ず、図３に示すステップ１００において、スタートスイッチ 30が操作されることによ
り、スタートスイッチ 30がＯＮとなる。そして、次のステップ１０１に進む。
　ステップ１０１において、入賞抽選手段 110により抽選処理が行われる。そして、次の
ステップ１０２に進む。
【０１１３】
　ステップ１０２において、回転リール 40の回転が開始する。そして、次のステップ１０
３に進む。
　ステップ１０３において、ストップスイッチ 50が操作されることにより、ストップスイ
ッチ 50がＯＮとなる。そして、次のステップ１０４に進む。
　ステップ１０４において、回転リール 40の回転停止処理が行われる。そして、次のステ
ップ１０５に進む。
【０１１４】
　ステップ１０５において、三個の回転リール 40に対応するストップスイッチ 50の操作が
行われたか否かが判定される。そして、三個の回転リール 40に対応するストップスイッチ
50の操作が行われたと判定された場合、次のステップ１０６に進む。
　ステップ１０６において、入賞フラグ成立中に当該入賞フラグに対応する入賞図柄が有
効入賞ライン上に揃ったか否か、すなわち、入賞が確定したか否かが判定される。そして
、入賞が確定したと判定された場合、次のステップ１０７に進む。
【０１１５】
　ステップ１０７において、入賞図柄に相当するメダルが払い出される。そして、遊技が
終了する。
　前記ステップ１０５において、三個の回転リール 40に対応するストップスイッチ 50の操
作が行われていないと判定された場合、ステップ１０３に戻る。
　前記ステップ１０６において、入賞が確定していないと判定された場合、ステップ１０
７を飛び越して、遊技が終了する。
【０１１６】
　上述したステップ１０１の抽選処理について、図４のフローを用いて説明する。
　ステップ２００において、入賞抽選手段 110の乱数発生手段 111により発生された乱数の
中から乱数抽出手段 112により乱数が抽出される。そして、次のステップ２０１に進む。
【０１１７】
　ステップ２０１において、抽出された乱数が乱数抽出手段 112の内部に記憶される。そ
して、次のステップ２０２に進む。
　ステップ２０２において、判定手段 114により、抽出された乱数と、入賞判定テーブル 1
13の入賞判定領域データとの比較が行われる。そして、次のステップ２０３に進む。
【０１１８】
　ステップ２０３において、判定手段 114により、抽出された乱数が、入賞判定テーブル 1
13のどの入賞領域に含まれるか決定され、抽選処理の評価が決定される。そして、次のス
テップ２０４に進む。
　ステップ２０４において、リール回転停止制御手段 120が、前記ステップ２０３の評価
に基づいて停止テーブルを取得する。そして、抽選処理が終了する。
【０１１９】
　上述したステップ２０４においてリール回転停止制御手段 120が行う停止テーブルの取
得について、図５乃至図１１のフローを用いて説明する。
　図５及び図６に示すフローは、前述した停止制御選択手段 122が行う停止テーブル 121の
選択及び決定に関する第一の形態に対応するものである。
　図５に示すステップ３００において、停止制御選択手段 122が、入賞抽選手段 110の判定
手段 114の評価が入賞かどうか判断する。そして、入賞の場合には、次のステップ３０１
に進む。
【０１２０】
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　ステップ３０１において、複数の入賞図柄停止テーブルの抽選を行う。すなわち、停止
制御選択手段 122が、入賞有利停止テーブル及び入賞不利停止テーブルの中から一の停止
テーブルを抽選により選択し決定する。なお、この抽選は、抽選テーブルを用いて行い、
この抽選テーブルに規定された複数の停止テーブル 121の領域の比率により、各停止テー
ブル 121の抽選確率が定められるものである（以下第二乃至第五の形態において同じ）。
そして、次のステップ３０２に進む。
【０１２１】
　ステップ３０２において、停止制御選択手段 122の決定が入賞有利停止テーブルかどう
かを判断する。そして、その決定が入賞有利停止テーブルの場合には、入賞有利停止テー
ブルを取得する。一方、入賞有利停止テーブルでない場合には、入賞不利停止テーブルを
取得する。
　前記ステップ３００において、入賞抽選手段 110の判定手段 114の評価が入賞でない場合
、すなわちハズレの場合には、ハズレ停止テーブルを取得する。
【０１２２】
　ところで、前記ステップ３０１における停止テーブルの抽選に、ハズレ停止テーブルを
含めてもよい。すなわち、図６に示すステップ４００において、停止制御選択手段 122が
、入賞抽選手段 110の判定手段 114の評価が入賞かどうか判断する。そして、入賞の場合に
は、次のステップ４０１に進む。
　ステップ４０１において、複数の入賞図柄停止テーブルの抽選を行う。すなわち、停止
制御選択手段 122が、入賞有利停止テーブル及び入賞不利停止テーブル及びハズレ停止テ
ーブルの中から一の停止テーブルを抽選により選択し決定する。そして、次のステップ４
０２に進む。
【０１２３】
　ステップ４０２において、停止制御選択手段 122の決定が入賞有利停止テーブルかどう
かを判断する。そして、その決定が入賞有利停止テーブルの場合には、入賞有利停止テー
ブルを取得する。一方、入賞有利停止テーブルでない場合には、次のステップ４０３に進
む。
　ステップ４０３において、停止制御選択手段 122の決定が入賞不利停止テーブルかどう
かを判断する。そして、その決定が入賞不利停止テーブルの場合には、入賞不利停止テー
ブルを取得する。一方、入賞不利停止テーブルでない場合には、ハズレ停止テーブルを取
得する。
【０１２４】
　前記ステップ４００において、入賞抽選手段 110の判定手段 114の評価が入賞でない場合
、すなわちハズレの場合には、ハズレ停止テーブルを取得する。
　図７に示すフローは、停止制御選択手段 122が行う停止テーブル 121の選択及び決定に関
する第二の形態に対応するものである。
　ステップ５００において、停止制御選択手段 122が、入賞抽選手段 110の判定手段 114の
評価が入賞かどうか判断する。そして、入賞の場合には、次のステップ５０１に進む。
【０１２５】
　ステップ５０１において、遊技状態が特定条件に該当するか否かを判断する。遊技状態
が特定条件に該当する場合には、入賞有利停止テーブルを取得する。一方、特定条件に該
当しない場合には、入賞不利停止テーブルを取得する。
　前記ステップ５００において、入賞抽選手段 110の判定手段 114の評価が入賞でない場合
、すなわちハズレの場合には、ハズレ停止テーブルを取得する。
【０１２６】
　なお、以上の説明は、遊技状態が特定条件に該当する場合を当たり期間とする場合につ
いてであったが、遊技状態が特定条件に該当する場合をハズレ期間とする場合は、特に図
示しないが、前記ステップ５０１において遊技状態が特定条件に該当する場合には入賞不
利停止テーブルを取得することとなる。
　図８及び図９に示すフローは、停止制御選択手段 122が行う停止テーブル 121の選択及び
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決定に関する第三の形態に対応するものである。
【０１２７】
　図８に示すステップ６００において、停止制御選択手段 122が、入賞抽選手段 110の判定
手段 114の評価が入賞かどうか判断する。そして、入賞の場合には、次のステップ６０１
に進む。
　ステップ６０１において、遊技状態が特定条件に該当するか否かを判断する。遊技状態
が特定条件に該当する場合には、入賞有利停止テーブルを取得する。一方、特定条件に該
当しない場合には、次のステップ６０２に進む。
【０１２８】
　ステップ６０２において、複数の入賞図柄停止テーブルの抽選を行う。すなわち、停止
制御選択手段 122が、入賞不利停止テーブル及びハズレ停止テーブルの中から一の停止テ
ーブルを抽選により選択し決定する。そして、次のステップ６０３に進む。
　ステップ６０３において、停止制御選択手段 122の決定が入賞不利停止テーブルかどう
かを判断する。そして、その決定が入賞不利停止テーブルの場合には、入賞不利停止テー
ブルを取得する。一方、入賞不利停止テーブルでない場合には、ハズレ停止テーブルを取
得する。
【０１２９】
　前記ステップ６００において、入賞抽選手段 110の判定手段 114の評価が入賞でない場合
、すなわちハズレの場合には、ハズレ停止テーブルを取得する。
　なお、前記ステップ６０２における抽選に、入賞有利停止テーブルを含めてもよい。す
なわち、図９に示すステップ７００において、停止制御選択手段 122が、入賞抽選手段 110
の判定手段 114の評価が入賞かどうか判断する。そして、入賞の場合には、次のステップ
７０１に進む。
【０１３０】
　ステップ７０１において、遊技状態が特定条件に該当するか否かを判断する。遊技状態
が特定条件に該当する場合には、入賞有利停止テーブルを取得する。一方、特定条件に該
当しない場合には、次のステップ７０２に進む。
　ステップ７０２において、複数の入賞図柄停止テーブルの抽選を行う。すなわち、停止
制御選択手段 122が、入賞有利停止テーブル及び入賞不利停止テーブル及びハズレ停止テ
ーブルの中から一の停止テーブルを抽選により選択し決定する。そして、次のステップ７
０３に進む。
【０１３１】
　ステップ７０３において、停止制御選択手段 122の決定が入賞有利停止テーブルかどう
かを判断する。そして、その決定が入賞有利停止テーブルの場合には、入賞有利停止テー
ブルを取得する。一方、入賞有利停止テーブルでない場合には、次のステップ７０４に進
む。
　ステップ７０４において、停止制御選択手段 122の決定が入賞不利停止テーブルかどう
かを判断する。そして、その決定が入賞不利停止テーブルの場合には、入賞不利停止テー
ブルを取得する。一方、入賞不利停止テーブルでない場合には、ハズレ停止テーブルを取
得する。
【０１３２】
　前記ステップ７００において、入賞抽選手段 110の判定手段 114の評価が入賞でない場合
、すなわちハズレの場合には、ハズレ停止テーブルを取得する。
　図１０に示すフローは、停止制御選択手段 122が行う停止テーブル 121の選択及び決定に
関する第四の形態に対応するものである。
　ステップ８００において、停止制御選択手段 122が、入賞抽選手段 110の判定手段 114の
評価が入賞かどうか判断する。そして、入賞の場合には、次のステップ８０１に進む。
【０１３３】
　ステップ８０１において、遊技状態が特定条件に該当するか否かを判断する。遊技状態
が特定条件に該当する場合には、入賞不利停止テーブルを取得する。一方、特定条件に該
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当しない場合には、次のステップ８０２に進む。
　ステップ８０２において、複数の入賞図柄停止テーブルの抽選を行う。すなわち、停止
制御選択手段 122が、入賞有利停止テーブル及び入賞不利停止テーブルの中から一の停止
テーブルを抽選により選択し決定する。そして、次のステップ８０３に進む。
【０１３４】
　ステップ８０３ににおいて、停止制御選択手段 122の決定が入賞有利停止テーブルかど
うかを判断する。そして、その決定が入賞有利停止テーブルの場合には、入賞有利停止テ
ーブルを取得する。一方、入賞有利停止テーブルでない場合には、入賞不利停止テーブル
を取得する。
　前記ステップ８００において、入賞抽選手段 110の判定手段 114の評価が入賞でない場合
、すなわちハズレの場合には、ハズレ停止テーブルを取得する。
【０１３５】
　図１１に示すフローは、停止制御選択手段 122が行う停止テーブル 121の選択及び決定に
関する第五の形態に対応するものである。
　ステップ９００において、停止制御選択手段 122が、入賞抽選手段 110の判定手段 114の
評価が入賞かどうか判断する。そして、入賞の場合には、次のステップ９０１に進む。
【０１３６】
　ステップ９０１において、遊技状態が特定条件に該当するか否かを判断する。遊技状態
が特定条件に該当する場合には、次のステップ９０２に進む。
　ステップ９０２において、複数の入賞図柄停止テーブルの抽選を行う。すなわち、停止
制御選択手段 122が、入賞有利停止テーブル及び入賞不利停止テーブルの中から一の停止
テーブルを抽選により選択し決定する。このときの抽選確率は、入賞有利停止テーブルの
方が極めて高くなるように設定しておく。そして、次のステップ９０３に進む。
【０１３７】
　ステップ９０３において、停止制御選択手段 122の決定が入賞有利停止テーブルかどう
かを判断する。そして、その決定が入賞有利停止テーブルの場合には、入賞有利停止テー
ブルを取得する。一方、入賞有利停止テーブルでない場合には、入賞不利停止テーブルを
取得する。
　前記ステップ９０１において、遊技状態が特定条件に該当しない場合には、次のステッ
プ９０５に進む。
【０１３８】
　ステップ９０５において、複数の入賞図柄停止テーブルの抽選を行う。すなわち、停止
制御選択手段 122が、入賞有利停止テーブル及び入賞不利停止テーブルの中から一の停止
テーブルを抽選により選択し決定する。このときの抽選確率は、入賞不利停止テーブルの
方が極めて高くなるように設定しておく。そして、次のステップ９０６に進む。
【０１３９】
　ステップ９０６において、停止制御選択手段 122の決定が入賞有利停止テーブルかどう
かを判断する。そして、その決定が入賞有利停止テーブルの場合には、入賞有利停止テー
ブルを取得する。一方、入賞有利停止テーブルでない場合には、入賞不利停止テーブルを
取得する。
　前記ステップ９００において、入賞抽選手段 110の判定手段 114の評価が入賞でない場合
、すなわちハズレの場合には、ハズレ停止テーブルを取得する。
【０１４０】
　なお、前記ステップ９０５における停止テーブル 121の抽選は、特に図示しないが、入
賞不利停止テーブル及びハズレ停止テーブルとで行うこととしてもよい。また、入賞有利
停止テーブル及び入賞不利停止テーブル及びハズレ停止テーブルとで行うこととしてもよ
い。
　ところで、以上の説明は、遊技状態が特定条件に該当する場合を当たり期間とする場合
についてであったが、遊技状態が特定条件に該当する場合をハズレ期間とする場合は、前
記ステップ９０２及びステップ９０５における各停止テーブルの抽選確率を変えることに
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より実行することができる。すなわち、特定条件に該当する場合には入賞不利停止テーブ
ルの抽選確率を極めて高くし、逆に該当しない場合には入賞有利停止テーブルの抽選確率
を極めて高くすればよい。
【０１４１】
　（停止制御に関する他の実施の形態）
　ところで、本発明の実施の形態として以上述べてきた停止制御は、停止テーブルを用い
て行うものであったが、停止制御は停止テーブルを用いることなく行うこともできる。こ
れは、抽選において何らかの入賞が したときには、その入賞に対応した図柄（入
賞図柄）が極力所定位置に停止するように、それ以外の図柄が停止しないように制御を行
うものである。
【０１４２】
　具体的には、入賞図柄に対応したビットを、停止させるべき入賞図柄と停止させてはい
けない図柄とにわけてそれぞれ設ける。そして、まず、停止させてはいけない図柄を停止
させないように制御をし、ついで停止させるべき図柄を停止させるような制御を行う。こ
れらの制御は、前述したビットに記憶されているデータに基づいて行われるものである。
【０１４３】
　この制御方法の場合は、図４で説明したステップ２０４において、所定の図柄の蹴飛ば
しと、所定図柄の引き込みとが設定されることとなる。すなわち、停止制御選択手段 122
が、入賞 の抽選結果又は遊技状態が特定条件を満たしているか否かにより、所定の停
止制御を選択する。この停止制御の選択の態様を表すフローについては、図５乃至図１１
における「停止テーブル」を「停止制御」と置き換えたものと同様であるので省略する。
【０１４４】
　そして、図３に示すステップ１０４のリール回転停止処理は、図１２のフローに示すよ
うになる。なお、図中「ｎ」は、その停止制御において最大限引き込み可能な図柄数を表
すものである。
　すなわち、ステップ１０００において、所定の図柄に対して、蹴飛ばしの設定が達成さ
れたか否かが判定される。そして、所定の図柄の蹴飛ばしの設定が達成されていないと判
定された場合、次のステップ１００１に進む。
【０１４５】
　ステップ１００１において、１個の図柄分だけ、回転リール 40を回転させる。すなわち
、１個の図柄分だけ蹴飛ばしを行う。そして、次のステップ１００２に進む。
　ステップ１００２において、上述した１個の図柄分だけ回転リール 40を回転させた当該
図柄の数がストップスイッチ 50の操作後のｎ個目に該当するか否かが判定される。そして
、ストップスイッチ 50を操作した後、１図柄ずつ回転リール 40を回転させてずらした図柄
の数がｎ個目の場合には、次のステップ１００３に進む。
【０１４６】
　ステップ１００３において、回転リール 40の回転を停止させる。これにより、メダル投
入から回転リール 40の回転停止までのスロットマシン 10の動作が終了する。
　前記ステップ１０００において、所定の図柄の蹴飛ばしの設定が達成されていると判定
された場合、次のステップ１００４に進む。
【０１４７】
　ステップ１００４において、いずれかの図柄に対して引き込みが設定されているか否か
が判定される。そして、いずれかの図柄に対して引き込みが設定されていると判定された
場合、次のステップ１００５に進む。
　ステップ１００５において、引き込み設定が達成されたか否かが判定される。そして、
引き込み設定が達成されたと判定された場合、次のステップ１００４に進む。
【０１４８】
　前記ステップ１００４において、いずれの図柄に対しても引き込みが設定されていない
と判定された場合、ステップ１００３に進む。
　前記ステップ１００５において、引き込み設定が達成されていないと判定された場合、
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ステップ１００１に進む。
　前記ステップ１００２において、ストップスイッチ 50を操作した後、１図柄ずつ回転リ
ール 40を回転させてずらした図柄の数がｎ個目でない場合には、ステップ１０００に戻る
。
【０１４９】
　なお、ステップ１００１乃至ステップ１００５で説明している例は、いわゆる最小引き
込み停止制御の例であるが、逆に最大引き込み停止制御としても良い。
【０１５０】
【発明の効果】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下に記載されるような効果を奏する。
　（請求項１乃至 ）
　請求項１乃至 記載の発明によれば、次のような効果を奏する。
【０１５１】
　すなわち、請求項１乃至 記載の発明によれば、入賞判定テーブルを複数設けることな
く の変動を可能とする遊技機を提供することができる。
　（請求項 ）
　請求項 記載の発明によれば、上記した請求項１乃至 記載の
発明の効果に加え、次のような効果を奏する。
【０１５２】
　すなわち、請求項 記載の発明によれば、遊技中の特定期間内において、

を結果として高くすることが可能な遊技機を提供することができる。
　（請求項 ）
　請求項載の発明によれば、上記した請求項１乃至 記載の発明の効果
に加え、次のような効果を奏する。
【０１５３】
　すなわち、請求項 記載の発明によれば、遊技中の特定期間内において、

を結果として低くすることが可能な遊技機を提供することができる。
　（請求項 ）
　請求項 記載の発明によれば、上記した請求項 記載の
発明の効果に加え、次のような効果を奏する。
【０１５４】
　すなわち、請求項 記載の発明によれば、対価の払い出し量の均等化を行うこと
ができる。
　（請求項 ）
　請求項 記載の発明によれば、上記した請求項 記
載の発明の効果に加え、次のような効果を奏する。
【０１５５】
　すなわち、請求項 記載の発明によれば、小役の集中遊技、ボーナスゲーム
時の対価払い出し調整、チャレンジタイムの代わり遊技などを実現することができる。
　（請求項 ）
　請求項 記載の発明によれば、上記した請求項 記載の発明の効果に
加え、次のような効果を奏する。
【０１５６】
　すなわち、請求項 記載の発明によれば、フラグ持ち越しのある特別遊技の

を結果として高くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの入力、制御及び出力を示すブ
ロック図である。
【図２】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンを示す外観正面図である。
【図３】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの動作の概略を示すフローであ
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る。
【図４】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの動作のうち、抽選処理の概略
を示すフローである。
【図５】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの動作のうち、停止テーブル取
得の概略を示すフローである。
【図６】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの動作のうち、停止テーブル取
得の概略を示すフローである。
【図７】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの動作のうち、停止テーブル取
得の概略を示すフローである。
【図８】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの動作のうち、停止テーブル取
得の概略を示すフローである。
【図９】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの動作のうち、停止テーブル取
得の概略を示すフローである。
【図１０】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの動作のうち、停止テーブル
取得の概略を示すフローである。
【図１１】　本発明の実施の形態であって、スロットマシンの動作のうち、停止テーブル
取得の概略を示すフローである。
【図１２】　本発明の他の実施の形態であって、スロットマシンの動作のうち、回転リー
ルの回転停止処理の概略を示すフローである。
【符号の説明】
　 10　スロットマシン　　　　　　　　 11　筺体
　 12　表示窓　　　　　　　　　　　　 13　図柄表示窓
　 15　投入スイッチ　　　　　　　　　 16　ベットスイッチ
　 17　精算スイッチ　　　　　　　　　 20　制御装置
　 21　遊技制御装置　　　　　　　　　 22　演出制御装置
　 30　スタートスイッチ　　　　　　　 40　回転リール
　 42　リールテープ　　　　　　　　　 50　ストップスイッチ
　 60　リールユニット　　　　　　　　 65　ホッパーユニット
　 66　表示装置　　　　　　　　　　　 70　通常遊技制御手段
　 80　特別遊技制御手段　　　　　　　 91　特定導入遊技制御手段
101　特定遊技制御手段　　　　　　  110　入賞抽選手段
111　乱数発生手段　　　　　　　　  112　乱数抽出手段
113　入賞判定テーブル　　　　　　  114　判定手段
120　リール回転停止制御手段　　　  122　停止制御選択手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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